
 

                  

グループ名 つながる総合を作る会 

研究テーマ 子どもの思いをつなぎ，問いが深まる単元づくり・授業づくりを目指して 

分   野 

 

 授業力向上     

(対象校種) 小学校 
(対象教科) 総合的な学習の時間 

研究のねらい 

 子供の思いや願い・疑問や課題をつなぎ，人と関わることを大切にした単元・
授業づくりを通して，子供たちがそれぞれの学びを自分たちの「くらし」に結び
付けて考え，日々の学習やこれからの生活に生きる資質・能力を高めることがで
きる総合的な学習の時間の在り方を探る。 

研究・活動の概要 

【研究の視点】子供の言葉を手掛かりに単元や授業を展開する。 
①  課題やめあて，評価基準を子供とともに設定し，振り返る活動を取り入れる。 
②  子供たちの思いが自然な形で向かうように，学習対象と出会う場面で手立てを用意する。 
③  話合い活動で全員が意見を出し合えるように，場の設定，認める声掛けなどを行う。 
【研究の実際】 
①  教科等においても話し合う力を高める指導を積み重ねた。総合的な学習では，子供の問いを
つなぐことを意識して単元を展開し，実際の活動，指導の履歴など，日々の実践を累積した。 

②  授業研究を行い，子供たちの資質・能力の変容を確認した。 
③  「主体的・対話的で深い学び」に関する文献研究と先進校視察を行い，日頃の指導と比較し
ながら望ましい授業の在り方を探った。 

成果と課題 

【成果】学習対象と課題を自分事として意欲的に取り組む子供が多くなった。また，学ぶことの意
味を見いだした子供もいるが，そういう子供はすべての教科等でも主体的に学ぶようになってい
る。また，自分の考えを持ち，協働的に学習を進め，より良い解決方法を見いだそうと努める姿
が見られた。考えを出し合うことの心地よさが振り返りカードの記述からも読み取れる。 

【課題】子供たちが「深い学び」を必ずしもしているとは限らない様子が見られた。教師が「学習
事項」「学習内容」をしっかり押さえ，論点を整理したり，子供たちが学び方を身に付けられる
ように指導したりする必要が感じられた。 
 学びを深めるための，ゲストティーチャーとの出会いが限定的であったり，子供が気付きを深
めるための十分な時間を確保できなかったりしていた。繰り返しゲストと関わったり，ともに課
題を解決していったりするような，単元の構成や手立てを講じる必要があると感じられた。 
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